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調査概報
青磁椀を副葬した中世墓の発見
一喜界島長石の辻遺跡の発掘成果から一
鐘ヶ江賢二Ⅱ)竹中正巳2）
1) 891-0197鹿児島市坂之上8-34-1 鹿児島国際大学
2） 890-8565鹿児島市高麗町6-9鹿児島女子短期大学
1．はじめに
筆者のうち竹中は南九州のヒトの由来や系譜を追究す
るために，奄美諸島を中心に埋葬遺跡の調査を実施し，古
人骨の形質学的なデータの収集を進めている．奄美諸島の
うち喜界島は，石灰岩の隆起によって形成され，土壌の性
質やこれまでの調査成果から．人骨資料の残存を期待で
きる環境であり．古人骨のデータの収集に向けた良好な
フィールドである．
筆者らは喜界町教育委員会の協力をもとに．喜界島の鍾
乳洞や石灰岩岩陰での埋葬の様相を探ることを目的として
フィールドワークを進めている．本稿では，喜界島のウフ
ヤグチ鍾乳洞の入口付近で発見された長石の辻遺跡の発掘
成果の概略を紹介することにしたい． なおこれらの試掘や
発掘調査は，鹿児島女子短期大学南九州地域研究所の研究
助成によることを付記しておく．
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図1 喜界島の位置(国土地理院地図より作成）
2.長石の辻遺跡（ウフヤグチ餓乳洞）の調査の経緯
ウフヤグチ鍾乳洞は.鹿児島県大鳥郡喜界町字島中地内，
標高130mほどの石灰岩丘陵に位置する． ウフヤグチ鍾乳
洞は，石灰岩の丘陵に形成された小規模な鍾乳洞で，第2
次世界大戦前は洞内に鍾乳石や石筍が発達していたが，戦
争中守備隊の防空陣地となり，鍾乳石や石筍は取り払われ
てしまった．戦後は,平成17年にフジテレビのドラマ「遅
すぎた帰還実録・小野田少尉」のロケ地となるなど洞
内の神秘的な景観から観光地としての活用の機運も高まっ
ており，鍾乳洞内は「にぎわい街道」として歩道や照明が
設置されるなど整備が行われた
2014年6月．竹中がウフヤグチ鍾乳洞を踏査した際．
鍾乳洞の入口付近から風葬人骨片や敲打痕のあるヤコウガ
イの蓋を発見し､付近に遺構の存在が推測されたそこで．
図2長石の辻遺跡の位置（国土地理院地図より作成）
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図5人骨と副葬品の検出状況 図6長石の辻遺跡出土龍泉窯系青磁椀
土地所有者である喜界町島中集落の許可を得て. 2014年
12月24日から12月30日まで試掘調査を実施し、遺構の
存在を確認した2015年2月には，当該地点は「長石の
辻遺跡」と認定された．
長石の辻遺跡の埋葬遺構の状況を具体的に把握するた
め． トレンチを設定し，発掘調査を2015年3月25日から
29日の5日間実施した．その結果鍾乳洞の入口近くに
中世の土坑墓1基を検出した．
太宰府編年のⅡb類13世紀前半に相当すると考えられ
る（山本2000)
4．おわりに
鹿児島県の中世の墓に関する調査事例は，各地で蓄積さ
れており多様な形態の墓が報告されている長石の辻遺
跡は，他の調査事例と比較して，鍾乳洞の入口近くの岩陰
から検出された稀有な立地を示す墓の事例であり，葬送に
おける鍾乳洞や岩陰利用の意味を考える上で．多くの示唆
を与える遺跡である． また完形の青磁枕を副葬しており，
埋葬の年代の位置づけを確定でき編年的な検討が可能な墓
であることも，重要な成果である．今後正式な報告書の刊
行に向けて作業を進めたい．
3．土坑墓の検出と副葬品の青磁椀の出土
検出された土坑墓は，石灰岩壁に囲まれるためかやや
いびつな不定形を呈し，人骨を軸として計測した場合，約
109m×0.94m(最大長）を測る. 1体の人骨が遺存して
おり，副葬品として完形の青磁碗が出土した人骨の所
見の詳細については，別稿を参照されたい（竹中・鐘ヶ江
2019)
青磁椀は臂部の下方に正置した状態で検出され，外面に
は，蓮弁文が観察でき．蓮弁文の中心に弱く鎬が表現され
る．文様や釉調から，輸入陶磁器の龍泉窯系椀であり，わ
ずかに外反する口縁部や厚い底部．高台の形状などから．
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